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1 位がタバコで 2 位が食品添加物であった。と
ころが、同じ質問を食品安全の専門家 161 人に



















存添加物（365 品目）、天然香料（約 600 品目）、
一般飲食物添加物に分類されている（平成 27



















































もなっている（平成 27 年 4 月以降は 5 年間の
猶予期間を持って原材料名と食品添加物名を明
確に区別して記載）。
記載されている添加物の数が多いと感じるか
もしれないが、添加物は物質名を記載し、原材
料名は物質名ではなく塩飯、ハンバーグ、ポテ
トサラダなどといった表記である。これを添加
物と同様に物質名で記載すると、塩飯だけでも
ナトリウム、カリウム、リン、アミロース、ア
ミロペクチン、グリシン、アラニン・・と膨大
な数になることを知っていただきたい。数が多
いから不安であるというのは科学的ではない。
7．おわりに
安全な添加物（食品）、危険な添加物（食品）
があるわけではなく、どれくらいの量を摂取す
るかが重要である。現在使用されている食品添
加物について必要以上に気にする必要はない。
使える食品添加物はリストに載っているものだ
けであり、これらの添加物は安全性試験を行い
ADI から使用基準が決められているか、長年の
食経験から安全と判断されているものである。
添加物の摂取量調査の結果、摂取量は ADI に
比べて極少量であり、国や地方自治体は違反が
ないかチェックしている。
食の嗜好や選択はもちろん消費者の自由であ
るが、消費者の不安心理を煽ることを利用して
いるようにも見える「あぶない本」や「無添加
食品」などを一方的に鵜呑みにすることなく、
食品添加物の「ほんとうの話」も理解していた
だいた上で、豊かな食生活を楽しんでいただけ
たらと思うものである。
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